本朝 (ほんちょう)廿四 (にじゅうし)孝 (こう)
〔解　　説〕
　明和三年（一七六六）大坂竹本座にて初演。近松半二ほかの合作による、五段構成の時代物です。将軍足利義晴を殺害した斎藤道三らを討ち取るため、長尾謙信と武田信玄は互いに反目しているように見せかけ、目的を遂げる、というのが主筋です。諏訪湖の御神渡りの伝説を踏まえた四段目の「十種香」「奥庭狐火」は、特に有名です。

〔あらすじ〕
足利将軍義晴公が暗殺され、武田信玄、長尾謙信に嫌疑をかけられています。長尾・武田両家の仲を取り持つため、信玄の嫡子勝頼と、謙信の娘八重垣姫が許嫁となります。
「勝頼切腹の段」将軍暗殺犯探索の期限の三年目、武田家は、嫡子・勝頼の首を差し出すよう迫られ、母・常盤井御前は勝頼に、腰元・濡衣と共に逃げるよう言いますが、使者・村上に阻まれ、勝頼は切腹させられてしまいます。そこへ家臣の板垣兵部が勝頼の身代わりの簑作という若者を連れて帰ってきますが、時すでに遅く、村上は勝頼の首を提げて帰って行きます。兵部は不要になった簑作を殺そうとしますが、現れた信玄が兵部を刺し、切腹した勝頼は、十七年前に兵部が取り替えた兵部自身の子であること、そして簑作こそが本当の嫡子であることを明かします。
「十種香の段」八重垣姫は、切腹したと聞かされている許嫁の勝頼の絵姿を前に、回向しています。また、身代わりとなって切腹した偽勝頼の恋人であった腰元の濡衣も、亡き恋人を偲んでいます。そこに、花作りの蓑作に身をやつした勝頼が現れます。勝頼の絵姿にそっくりの蓑作に、八重垣姫は思わず縋りつきますが、勝頼は、自分は蓑作であると言います。そこで八重垣姫は、蓑作との恋の仲立ちを濡衣に頼みますが、濡衣はその代わりに、長尾家が武田家から借りたままになっている重宝「諏訪法性の兜」を盗み出すように言います。そのことから、八重垣姫はやはり蓑作こそ勝頼であると悟りますが、勝頼は真実を話しません。八重垣姫が自害の覚悟を示すと、ようやく蓑作は勝頼であることを認め、二人は抱き合います。
そこへ謙信が現れ、蓑作に、信濃の塩尻へ文箱を届けるよう命じます。急いで発った蓑作に、追っ手を差し向ける謙信。蓑作が勝頼であることを見破っていて、勝頼を討つというのです。八重垣姫はやめてくれるよう必死で願いますが、謙信は武田方の間者である濡衣を引っ立てて行ってしまいます。
「奥庭狐火の段」八重垣姫は、勝頼に危機が迫っていることを知らせようと焦りますが、女の足では追っ手に先回りすることもできず、氷の張った諏訪湖は船で渡ることもできません。諏訪明神から武田家へ授けられた諏訪法性の兜ならば、勝頼を救えるのではと考えた姫が、兜を手に庭に出ると、泉水に狐の姿が映ります。諏訪明神の使いである狐の力が八重垣姫に乗り移り、姫は湖を駆け渡って勝頼のもとへと急ぐのでした。

※詞章の〔　〕内は、本日演奏いたしません。また、演者・時間等の都合により多少の異同がございます。予めご了承ください。
									(一般社団法人　義太夫協会発行)
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勝頼切腹の段
こそは入りにける。
始終の様子物蔭に聞いて袂も濡衣が、今は恨みを朝顔に言はん方なき憂身やと、声をも立てず忍び泣き。洩れ隔てたる唐紙を開けても開かぬ目なし鳥、無漸なりける姿にも、武士の角立つ角前髪、袴の裾も長廊下、探る刀の手前さへ、面目もなきその風情。
「ノウ勝頼様か、おいとしや」
と縋り付いて泣きゐたる。
「一筋な女気に悲しいは道理々々。今村上が使者の様子、聞いてはどうも生きてはゐられぬ。目かいの見えぬ勝頼を、大事に思ふて長々の世話、いかい苦労をしてたもつた。嬉しいとも過分とも、礼は未来で〳〵」
と後は得言はず見えぬ目に、涙を隠すいぢらしさ。濡衣「わつ」と声を上げ、
「ノウ恨めしい勝頼様、〔この館へ奉公に来初めた日からお姿を可愛らしいと思ふたが縁と因果の始めにて、お主様とも御主人とも弁へ知らぬ拙い筆に、心のたけを岩本の、神の結ぶのお情に嬉しい枕交した時、〕未来迄もとおつしやつた、そのお詞が誓紙ぞと楽しんでゐるものを、お前ばかり死なうとは酷いつれない胴慾」
と、わが身をとんと勝頼の、膝に打ち臥し泣き沈む。
「オヽその恨みは尤もなれど、親の許さぬ徒 (いたずら)なれば、どうで果敢ない花の縁。もう朝顔もしぼむ時分、隙入れては恥の恥、泣かずとそなたは次へ行きや」
と、はや切腹と見えければ、
「アヽ申し〳〵、まだ朝顔はしぼみは致しませぬわいなあ。いき〳〵今を盛りのお身の上、切腹とは情ない。どうぞ助ける仕様はないか」
と、止めても止まらずせり合ふ中へ、母は駆け出で、
「オヽよう止めてたもつたなう。最前来たりし使者の様子、聞いて覚悟は理なれども、そなたに寸分違わぬ身代り、確かにありと板垣が館を出でしは昨日の朝。スリヤもう戻るに間もあるまい」
「イヤ申し奥様、板垣殿がその身代り、連れてさへ帰らるれば、勝頼様のお命にさゝはりはなけれども、もしまたそれが違ふては」
「オヽそれも分別しておいた。コレ濡衣、そちや勝頼と不義してゐるな」
「エヽ」
「イヽヤ叱るではない、この母が今改めて女夫にする」
「すりやあの賤しい私を」
「オヽ賤しうても貴うても、女は夫を大切に思ふがすぐに氏系図。目かいの見えぬ勝頼を身にかへて大事にかける。如才ない気を見込んだ故、大事の子なれどそちに預ける。連れてこの家を立ち退け」
と、思ひがけなき詞にびつくり、
「アノ勝頼様を」
「オイノウ、合点がいたか。花がしぼむと悲しい別れ。早う行け、サアとう行け」
と言ふ中『もしや朝顔の、しをれやせん』と伸び上がり、見やる花より見る母の姿しをるゝばかりなり。勝頼は気色を正し、
「コハけしからぬ母人の御仰せ。死を恐れて館を出でなば、後の嘲り家の恥辱。武士の命は義によつて軽しと申す。たゞ初めよりなき身ぞと思し召し諦めて、命のお暇賜らば、なほこの上の母の御慈悲。お願ひ申し奉る」
と命惜しまぬ健気さに、いとゞせきくる涙を止め、
「スリヤこの母がこれ程に心を砕くに承引せず、腹切るか。もうこの上は留めはせぬ。われより先へこの母が自害」
と差添押取れば、あわてとゞめる濡衣に、また取り縋る無惨の目病 (めやみ)、
「申し母人、段々誤り入りました。お詞に従ひこの館を」
「スリヤ聞き分けて落ちてくれるか。濡衣もその心か」
「アイ〳〵必ず聊爾 (りょうじ)遊ばされて下さりますな」
「ホヽ聞き分けてさへたもれば母も嬉しい。かう言ふ内にも心急く。サア〳〵早う」
と勧められ、是非もなく〳〵立ち出づれば、
「ヤア〳〵勝頼を落とさんとは野太い工 (たくみ)。村上が見付けたからは一寸も動かさぬ。こゝへ引き出し一討ち」
と、駆け寄る先に立ち塞がり、
「コレ〳〵、朝顔のしぼまぬ内に討たうとは」
「ヤアしぼまぬかしぼんだか、脈の上つた死人花。これでも生きるか生けて見るか。サアどうぢや」
と朝顔の、花を目先へ突き付け〳〵突き付けられて常盤井も、何と詮方なき身ぞと思ひ切つて突込む刀、
「ノウ悲しや御切腹」
と、叫ぶ濡衣驚く母、
「ヤレ早まつた生害」
と、二人左右に取り付いて前後正体泣き沈む。勝頼苦しき息をつき、
「ノウ申し母人、お詞に背きし段、真平御容赦下さるべし。これ迄の御養育御慈しみ、深かりし身は盲目の浅ましや。軍慮に秀でし家に生まれ、戦場の駆引叶はず、遠矢は元より打物は、やう〳〵刀を杖につき、わが家の内を探り廻る。甲斐源氏の嫡流たる武田四郎勝頼と、言はれるこれが武士か。よくも武運に尽き果てしと、思へばこの身にうんじ果て、今日や切腹明日や自害と、毎日々々刀を手に、取り上げは上げながら、思へば深き母の大恩。われ先立ちなば亡き跡にて、さぞ御嘆き御物思ひ。逆様な追善供養、受ける不幸の勿体なく、ながらへ在りし今日只今、親子の縁も朝顔と共に散りゆく御名残り。ヤイ濡衣、わが最期を嘆かずとも、母に力をつけ奉れ。さは言へ目かいの見えぬ身を朝夕心の楽しみに、暮らしたそちが胸の内、不憫や便りもあるまじ」
と、涙呑み込む手負の苦しみ、見るに悲しさ濡衣が、
「つい仮初めのお障りより、見えぬ御目を明けくれに、苦に痛み給ふがおいとしく、どうぞ御目の開く様と、御符御礼もあらゆる神、裸足参りのお百度にも、叶はぬのみかお命迄今を限りとなつたるは、神も仏もないことか」
と涙の限りくどき立て、くどき立つれば奥方も、
「かゝる憂目を見まいため、心尽くした兵部さへ今に帰らぬ恨めしさ。思ふに違ふ憂世や」
と、手負にひしと抱き付き流涕こがれ伏し沈む。
「ヤア聞きたくもない世迷言、はや首刎ねてくれんず」
と、刀するりと抜き放せば、
「ノウコレ今が別れか」
と悶える奥方濡衣が、嘆きとゞむを押退け突き退け村上が、振り上ぐる刀の下、手負は合掌ばつしり立ち切る生死の境。かゝる事とも白洲の内、怪しの辻駕籠えいさつさ、跡に続いて板垣兵部、老ひの心も急き立つ足元。
「ヤレ〳〵ど滅相な旦那様。マア一里ぢやマア半里ぢや、急げ〳〵と息もさせず、上の諏訪から十七八里夜通しの早追ひ。極めの駕籠賃お心付けはお心次第。結構さうな旦那殿、酒手も定めし結構なお金、すつかり下さりませ」
と汗押し拭ふその内に、兵部は切戸のかき金しつかり、
「駕籠代もくれう、酒手もくれう。こなたへ来たれ」
とやり過ごして大袈裟切り、
「ノウ悲しや」
と逃げ出だす相肩真二つ、二人を仕止める刀の音にびつくり驚く駕籠の垂れ、開けて逃げ出る簑作が、
「アヽ申し〳〵、私は御領分に住む百姓、博奕は打たず喧嘩は嫌い。成敗に逢ふ科はない。御赦されて下さりませ」
と、歯の根も合はず震ひゐる。
「アヽ音高し〳〵。御身の上に気遣ひなし。必ず騒ぎ給ふな」
と、座敷へ伴ひ窺ふ内、奥方一間を転び出で、
「ヤレ板垣か遅かりし」
と、後は涙に取り乱す。
「ホヽさぞお待ち兼ね。しかし御用の品も首尾よく調ひ只今同道、御喜び下さるべし。奥様申し、常盤井様」
と言へど答へも泣き入る母、
「ハテ心得ぬ御有様、何にもせよ委細の訳もおつしやらず、泣いてござつて事済むか。シテ勝頼様はどこにござる」
「オヽその勝頼に逢はしてくれん」
と、首提げて立ち出づれば、
「ヤヽこりや若旦那の御首、すりやはや御最期遂げられしか。ハア、はつ」
とばかりに腰も抜け、胸も張り裂くうろ〳〵眼。
「拙者めが心当ての事あれば、たとへいか様の事ありとも、必ず聊爾の出来ぬ様と、申し置いた兵部も待たず、天にも地にもかけがへなき大事の若殿殺して仕舞ひ、泣いて済むか悔やんで済むか。言ひ甲斐なしとも胴慾とも、言ふて返らぬこのありさま、いたはしや残念や」
と、拳を握り歯を噛みしめ、五臓を絞るばかりなり。
「ヤアごくにも立たぬ世迷言、泣きたかゆるりと後で泣け。のけ〳〵」
と首提げて村上は、旅宿をさして立ち帰る。
後見送つてうろ〳〵と、身の納まりを簑作が
「申しお侍様、私はもうお暇申します。マア人になんの合点もさせず、何やら『よい事がある。俺次第になつてゐい』と、無理矢理に駕籠へ捻ぢ込み、連れてござつたこの屋敷。さつきにからの様子を聞けば、私を身代りにするのぢやげな。どこの国にか滅相な、人の首を断りなしに切らうとは、惨い気なお侍様。畢竟身代りが遅なつて間に合はなんだりやこそあまの命。オヽどうやら思ひなしか首筋元が冷 (ひ)いやりする。ヤレ〳〵怖や恐ろし」
と、ぞゝ髪立てゝ立ち出づれば
「ヤア一大事を知らせその分に帰されず。不憫ながらも覚悟せよ」
と、切り込む刀かいくぐり、鍔元しつかと片手に握り
「ハテ身代りを遣ふたといふではなし。正真の首渡したを誰が知つたとて何の大事。そしてマア、人の命を沢山さうに瓜かなすび切るやうに、へヽお許しあれ」
と、突き放され
「ヤア土ほぜりに似ぬ不敵者。いよ〳〵助け帰されず」
と、また切りつくれば身をかはし、無刀のあしらひ手練の切先、危く見ゆる後の障子、兵部が髻 (たぶさ)ぐつと引き寄せ一刀刺すが痛手に七転八倒、『こはそもいかに』と常盤井御前、障子さつと引き明くれば、血刀さげて信玄公、悠々然と立ち給へば、「はつ」と奥方簑作も、身をへり下り恐れ入る。信玄一間をしづ〳〵立ち出で
「勝頼が最期にも出合はさず、今また兵部を手にかけし某が所存の程、さぞ常盤井の不審ならん。ヤア〳〵濡衣、言ひ付け置きし物、はや〳〵持て」
「ハツ」といらへも涙ながら、夫の血汐に染めなす片袖、なく〳〵御前へ差し出だせば、信玄御手に取り上げ給ひ、
「十七年の春秋を、わが子と思ひ暮らされし勝頼こそ、それなる兵部が実の倅。〔御身とわれが血を分けし倅といふはあの簑作。改めて親子の対面致されよ」と、思ひも寄らぬ詞にびつくり、「スリヤアノ腹切つた勝頼はわが子でなく、この簑作が真実の」〕その証拠はコレこの血汐」と、御佩刀 (はかせ)の血 (のり)片袖に押し当て〳〵押しぬぐひ、
「これ見られよ。この血の他へも散らず合体せしは、紛れもなき親子の血筋。サそのわけ語らん、よつく聞け。十七年以前勝頼誕生せし砌 (みぎり)、その板垣も一子を儲く。その子が面差しわが倅と似れば似るもの生写し、見分けがたきがきやつが悪念、人知らぬ間にすりかへ置き、おのが倅を主人と崇め、主人の胤をわが子となし、おのれが手にも育てずして病死と偽り、信濃の国の片ほとりへ一生不通にやつたる事、天眼通は得ざれども即座に知つたるこの信玄、〔憎き逆心一分試しと思ひしが、今戦国の時に至つて、人の子をわが子とし、わが子を他家に育つるは智謀の一つと奥にも語らず、不通にやつたるその先へ、わが手を廻して育てし簑作。慮りの図を外さず、主となしたるおのれが子に自然とかゝる今日の災。〕因果の廻り来るとは知らずおのれが倅が身代りに、大恩受けし主人の子の、行方を探して連れ帰り、また殺さんと謀るこの人外め。国賊とや言はん人面獣心、天の御罰思ひ知れ」
と、扇を取つててう〳〵〳〵、はつたと蹴すゑし信玄の、詞に知つたる我が子の身の上
「かゝる野心の者とも知らず、忠義一途の侍と思ふたが面目ない。それにつけてもこの簑作、信玄様の御子とは知つてか但し知らずにか」
「その儀はわれを育てたる乳母がとくより物語。また父上にもこれ迄に忍び〳〵の御対面」
「スリヤ稚い時より百姓の、家に在りしも父御のお指図、とは言ひながら系図正しき武士の、弓矢の業は目にも見ず、身は鋤 (すき)鍬 (くわ)の泥まぶれ、憂きに窶 (やつ)れしその姿、今改めて親子の対面。衣類大小はや〳〵持て」
「アヽイヤまづ暫く」
と、押しとゞめ
「京都の武将義晴公、あへなく討たれ給ひしより、父をはじめ諸大名へ疑ひかゝる今この時。それ故にこそ勝頼に腹切らせしも父の言訳。未だに立つとも立たぬとも、知られざる内に某が、また勝頼と立ち返らばいよ〳〵疑ひ一身にとゞまりがたきこの館。身を民間に育つを幸ひ、この身このまゝ簑作」
と、白洲へ下りて簑と笠、世に降る雨はしのげども、わが身にかゝる横しぶき、洩れて姿も濡衣が、始終を聞いて覚悟の刀、すかさず止 (とど)むる強気の手負、刃物たぐつてわが腹へぐつと突き立て引き廻し
「アヽ恐ろしきは天の照覧主人の罰、〔信玄公の仰せ一々違はぬ我が悪心。倅を国の守と崇めんと、子故の闇に眼眩み、くらみ〳〵て倅が眼病、薬祈念も叶はぬ筈、勿体なくも御主人を害せんとせし大罪人、逆磔(さかばりつけ)にも行なはれず、大将の御手にかゝる有難さ。〕コリヤ濡衣、この館の御重宝、諏訪 (すわ)法性 (ほっしょう)の御兜、今謙信の手に入りたり。汝も信濃生まれとあれば、今の命をながらへて、何とぞ国へ立ち帰り方便 (てだて)をもつて兜を奪 (ば)ひ取り、勝頼公へ奉らば、親と一つでない潔白、死後の言訳この上なし。申し奥様、お許しあつてこの願ひお聞き届け下さらば、生々世々の御厚恩」
と、伏し拝んだる四苦八苦、『不憫』と奥方濡衣引立て
「大悪人の兵部なれどもそれには染まぬ勝頼が孝心。知らぬながらも親子となりし縁あれば、濡衣を親里へ帰すがせめて手向草」
「ホヽ尤もなる母人の御計らひ、兜の事も捨て置かれず、今腹切つて死したる勝頼、親と一つでない言訳、忠義の仕様は濡衣が心次第」
と、死を留める詞にさすが死なれもせず
「御意に従ひ法性の御兜、命に代へて取り返さん」
「ホヽ天晴れ出かしたこの簑作、なほも姿を下賤にやつし、義晴公を討つたる敵、草を分かつて尋ね出し、その時こそ勝頼とまた立ち返つて御対面」
と、はや立ち出づれば、信玄声かけ
「義晴公を害せしは四海を望む叛逆人、なか〳〵たやすき敵にあらず。特に手練の飛道具、未だ日本へ渡らぬ兵器、たとへていはゞまつこの通り」
と、用意の鉄丸車輪の如く投げ付け給へば、すかさず笠にてひらりと受け留め
「火に徳のあるものは水に徳なし。諸葛臥竜が工夫の地雷、火玉飛び散る術ありとも」
「ホヽヽヽヽわが方寸にも大河あり。何かはもつて恐るべき。未だ日本へ渡らぬ鉄砲」
「それこそ究竟詮議の手がかり。尋ね出だすは瞬く間」
「追付け帰り簑作が身の納まりはその時〳〵」
その常盤井に濡衣が、暇申すも涙にて、物のあやめもなき夫 (つま)に、似たる菖蒲 (あやめ)や杜若 (かきつばた)、花紫の明け方は、盛りと見えし朝顔も今は名のみぞ勝頼の、御手へやがて鳥兜。花にもなせし悪業のありてその名も鬼 (おに)薊 (あざみ)、因果はめぐる日車に、法のこの身と絶え入る兵部、不憫と見やる信玄は仁あり智ある勝頼に、名残り奥方女郎花、桔梗 (ききょう)刈萱 (かるかや)秋の野の、月に名をふる更科や、信濃路さして出でて行く。

十種香の段
臥所 (ふしど)へ行く水の。流れと人の簑作が姿見かはす長裃、悠々として一間を立ち出で、
「われ民間に育ち人に面を見知られぬを幸ひに花作りとなつて人込みしは、幼君の御身の上にもし過ちやあらんかと、余所ながら守護する某、それと悟つて抱へしや。ハテ合点の行かぬ」
とさしうつむき、思案に塞がる一間には、館の娘八重垣姫、許嫁 (いいなずけ)ある勝頼の切腹ありしその日より一間所に引籠り、床に絵姿かけまくも御経読誦のりんの音。こなたも同じ松虫の鳴く音に袖も濡衣が、今日命日を弔ひの位牌に向ひ手を合はせ、
「広い世界に誰あつて、お前の忌日命日を弔ふ人も情けなや。父御の悪事も露知らず、お果てなされたお心を、思ひ出す程おいとしい。さぞや未来は迷うてござらう。女房の濡衣が心ばかりのこの手向け、千部万部のお経ぞと思ふて成仏して下さんせ。南無阿弥陀仏、〳〵〳〵」
「誠に今日は霜月廿日 (はつか)。わが身代りに相果てし勝頼が命日。暮れ行く月日も一年 (ひととせ)余り。南無幽霊出離 (しゅつり)生死 (しょうじ)頓生 (とんしょう)菩提 (ぼだい)」
「申し勝頼様、親と親との許嫁、ありし様子を聞くよりも、嫁入りする日を待ち兼ねて、お前の姿を絵に描かし見れば見る程美しい。こんな殿御と添ひ臥しの身は姫御前の果報ぞと、月にも花にも楽しみは、絵像の側で十種香の、煙も香花 (こうげ)となつたるか。回向せうとてお姿を絵には描かしはせぬものを、魂かへす反魂香 (はんごんこう)、名画の力もあるならば可愛とたつた一言の、お声が聞きたい〳〵」
と、絵像の側に身を打ち伏し、流涕こがれ見え給ふ。
「あの泣き声は八重垣姫よな。わが名を呼びし勝頼を、誠の夫と思ひ込み、弔ふ姫と弔ふ濡衣。不憫ともいぢらしとも言はん方なき二人が心」
と、そゞろ涙にくれけるが。
「アヽわれながら不覚の涙」
と、襟かき合はせ立上る、後にしよんぼり濡衣が、
「申し簑作様、合点の行かぬはあなたのお姿。どうした事でこの様に」
「ホヽ不審もつとも。計らずも謙信に抱へられたる衣服大小」
「テモさても、衣紋付きなら裃の召し様まで、似たとはおろかやつぱりその儘。『形見こそ今は仇なれこれなくば、忘るることもありなん』と、詠みしは別れを悲しむ歌。形見さへぢやにわが夫に微塵変らぬこのお姿。見るにつけても忘られぬ、わたしや輪廻に迷ふたさうな。御赦されて」
と伏し沈む。泣く声洩れて一間には、不審立ち聞く八重垣姫、そつと襖の隙間洩る、姿見紛ふ方もなく、『ヤア我が夫か、勝頼様』と、飛び立つ心押し鎮め。
「正しうお果てなされしもの、似たと思ふは心の迷ひ。絵像の手前も恥ずかし」
と、立ち戻つて手を合はせ、御経読誦 (どくじゅ)のりんの音。勝頼公は濡衣が心を察して声曇り、
「はかなき女の心から嘆くは理り、さりながら、定めなき世と諦めよ」
と諫むる詞こなたには、心空なるその人の『もしや長らへおはすか』と、思へば恋しく懐かしく、また覗いては絵姿に、見比べる程生写し、
「似はせでやつぱり本々の、勝頼様ぢやないかいの」
と、思はず一間を走り出で、縋り付いて泣き給へば。『はつ』と思へどさあらぬ風情、
「こは思ひ寄らざる御仰せ。われら簑作と申す花作り、漸々 (ようよう)只今召し抱へられ、衣服大小改めし新参者。勝頼とは覚えなし。御麁忽あるな」
と突放せば、
「ムヽなんと言やる。今父上に抱へられし新参者花作りの簑作とや。自らとしたことが余りよう似た面差し、もしやそれかと心の煩悩。二人の手前恥づかしながら、コレ濡衣、この簑作とやらいふ人を、そなたはとうから近づきか」
「エヽ」
「いやいの、知る人であらうがの」
「アノお姫様としたことが、たつた今見えたお人。なんのマア私が」
「イヤ隠しやんな、今の素振り。忍ぶ恋路といふよふな可愛らしい仲かいの」
と、思ひも寄らぬ詞にびつくり、
「オヽお姫様の仰る事はいの。人にこそよれなんのあなたに勿体ない」
「ムヽ、勿体ないと言やるからは、どうでもそなたの知る辺の人か」
「イヽエ、そふではなけれども、大事のお主の目を掠め、忍び男を拵 (こしら)へるは、勿体ないと申す事でござります」
「すりや知るべの人でなく殿御でもない人なら、どうぞ今から自らを可愛がつてたもるやうに、押しつけながら仲立ちを頼むは濡衣様々」
と、夕日まばゆく顔に袖、あでやかなりしその風情。
「オヽお姫様としたことが、まだお子達と思ひのほか、大それたあの簑作殿を」
「サア、見初めたが恋路の始め。後とも言はず今こゝで」
「仲立ちせいとおつしやるのか、我折れ。ほんに大名のお娘御とて油断はならぬ恋の道。品によつたらお取持ち致しませうが」
「コレ〳〵濡衣、必ず麁忽言ふまいぞ」
「サア、なにもかも私が呑込んで、ナ呑込んでお取持を致すまいものでもないが、真実底から簑作殿に、御執心でこざりますか」
と、問はれて猶も赤らむ顔、
「勤めする身はいさ知らず、姫御前のあられもない。殿御に惚れたといふことが嘘偽りに言はれうか」
「そのお詞に違ひなくば、なんぞ確かな誓紙の証拠。それ見た上でお仲立ち」
「オヽそれこそ心易い事。その誓紙さへ書いたらば」
「イエ〳〵、それもこつちに望みがある。私が望む誓紙といふは、諏訪法性の御兜。それが盗んで貰ひたい」
「ヤアなんと言やる。諏訪法性の御兜を、盗み出せと言やるのは、さてはあなたが勝頼様」
と言ふ口押へて、
「ハテ滅相な勝頼呼ばはり。微塵覚えのない簑作、麁忽ばし宣ふな」
と、言ふ顔つれづれ打ち守り、
「許嫁ばかりにて枕交はさぬ妹背仲、お包みあるは無理ならねど、同じ羽色の鳥翼。人目にそれと分らねど親と呼び、又つま鳥と呼ぶは生 (しょう)ある習ひぞや。いかにお顔が似ればとて、恋しと思ふ勝頼様、そも見紛ふてあられうか、世にも人にも忍ぶなる御身の上といひながら、連添ふ私になに遠慮。つひかう〳〵とお身の上、明かして得心さしてたべ。それも叶はぬ事ならば、いつそ殺して〳〵」
と縋り付いたる恨み泣き。勝頼わざと声荒らげ、
「ヤア聞きわけなき戯れ事。いか程に宣ふとも、覚えなき身は下司下郎。余所の見る目も憚りあり。そこ退き給へ」
と突放せば、
「スリヤどの様に申しても、勝頼様ではおはさぬか。ハアヽ」
『はつ』とばかりに簑作が、差添逆手に取り給へば、
「コハ御短慮」
と止むる濡衣、
「イヤ〳〵放して、殺してたも。勝頼様でもない人に、戯れ事の恥づかしや。心の穢れ絵像へ言訳。どうも生きてはをられぬ」
とまた取直すを猶も押し止め、
「オヽさすがは武家のお姫様、天晴れなるお志、そのお心を見るからは、勝頼様に逢はせませう。ソレ、そこにござる簑作様が御推量に違はず、あれが誠の勝頼様。ちやつとお逢ひなされませ」
と、突きやられては流石にも、始めの恨み百分一、
「聞えませぬ」
が精一杯、後は互ひに抱き付き、つひ濡れ初めに濡衣も、心ときつく折柄に。父謙信の声として、
「簑作はいづれにをる。塩尻への返答、時刻移る」
と立ち出づれば、
「ハツ」
と簑作飛びしさり、
「御支度よくば直ぐ様参上」
「ホヽ委細の事はこの文箱に。片時 (へんし)も早くまかり越せ」
「はつ」
と領掌、文箱携さへ塩尻さして急ぎ行く。謙信後を見送つて、
「ヤア〳〵者共。用意よくば早や来たれ」
と仰せに、『はつ』と白須賀 (しらすか)六郎、原小文治。更科なんどの譜代の郎等御前に進めば、謙信勇んで、
「今この諏訪の湖に、氷閉づれば渡海 (とかい)は叶はず。塩尻までは陸地 (くがじ)の切所 (ぜっしょ)、油断して不覚を取るな」
「ハアヽ畏り奉る」
と勇み進んで駆けり行く。後に不審は八重垣姫、
「申し父上、ことごとしい今のあり様。何事やらん」
と尋ぬれば、
「ホヽあれこそは武田勝頼討手の人数」
「ナニ、勝頼様を討手とは。コハそもいかに何故」
と、驚く二人をはつたと睨 (ね)めつけ、
「諏訪法性の兜を盗み出ださんうぬらが巧み、物陰にて聞いたる故、勝頼に使者を言ひ付け、帰りを待つて討ち取らさんと、示し合はせし討手の手配り」
「エヽそんなら今の討手の者は、勝頼様を殺さん為か。ハアヽ」
『ハツ』とばかりにどうど伏し、
「今日は如何なる事なれば、過ぎ去り給ひしわが夫に、再び会ふは優曇華 (うどんげ)と喜んでゐたものを、またも別れになる事は、何の因果ぞ情けなや。父のお慈悲にお命を、どうぞ助けて給はれ」
と、口説き嘆くに目も遣らず、
「ヤア武田方の廻し者、憎き女」
と濡衣引立て、
「うぬには尋ぬる子細あり、奥へ失せう」
と小腕 (こがいな)取り、情け容赦も荒気の大将、帳台深く入り給ふ。


奥庭狐火の段
思ひにや、焦がれて燃ゆる野辺の狐火、小夜更けて。狐火や、狐火野辺の野辺の狐火、小夜更けて。
「アレあの奥の間で検校 (けんぎょう)が諷ふ唱歌 (しょうが)も今身の上。おいとしいは勝頼様。かゝる企みのあるぞとも知らずはからぬお身の上。別れとなるもつれない父上。諌めても嘆いても聞き入れもなき胴慾心、娘不憫と思すなら、お命助けて添はせてたべ」
と、身を打ち伏して嘆きしが。
「イヤ〳〵泣いてはゐられぬところ。追手の者より先へ廻り、勝頼様にこの事をお知らせ申すが近道の、諏訪の湖舟人に渡り頼まん、急がん」
と、小褄 (こづま)取る手もかひがひしく、駆け出だせしが、
「イヤ〳〵〳〵。今湖に氷張り詰め船の往来 (ゆきき)も叶はぬ由。歩 (かち)路 (じ)を行ては女の足、なんと追手に追ひつかれう。知らすにも知らされず、みす〳〵夫を見殺しにするはいかなる身の因果。アヽ翼が欲しい、羽根が欲しい。飛んで行きたい、知らせたい。逢ひたい、見たい」
と夫恋ひの、千々に乱るゝ憂き思ひ。
「千年 (ちとせ)百年 (ももとせ)泣き明かし、涙に命絶ゆればとて夫の為にはよもなるまじ。この上頼むは神仏」
と、床に祭りし法性の兜の前に手をつかへ、
「この御兜は諏訪明神より武田家へ授け給はる御宝なれば、とりも直さず諏訪の御神。勝頼様の今の御難儀、助け給へ、救ひ給へ」
と兜を取つて押頂き、押頂きし俤 (おもかげ)の、『もしやは人の咎めん』と窺ひ降りる飛石伝ひ、庭の溜りの泉水に、映る月影怪しき姿。『ハツ』と驚き飛び退きしが。
「今のは確かに狐の姿。この泉水に映りしは、ハテ面妖な」
と、ときつく胸撫で下ろし〳〵、怖々ながらそろ〳〵と、差覗く池水に、映るは己 (おの)が影ばかり。
「たつた今この水に、映つたは狐の姿。今また見ればわが俤。幻といふものか、たゞし迷ひの空目とやらか。ハテ怪しや」
ととつおいつ、兜をそつと手に捧げ、覗けばまたも白狐の形、水にあり〳〵有明月、不思議に胸も濁り江の池の汀 (みぎわ)にすつくりと眺め入つて立つたりしが。
「誠や、当国諏訪明神は狐を以て使はしめと聞きつるが、明神の神体に等しき兜なれば、八百八狐付き添ひて、守護する奇瑞に疑ひなし。オヽそれよ思ひ出したり。湖に氷張り詰むれば渡り初めする神の狐、その足跡を知る辺にて心易う行き交ふ人馬、狐渡らぬその先に渡れば水に溺るゝとは、人も知つたる諏訪の湖。たとへ狐は渡らずとも、夫を思ふ念力に神の力の加はる兜、勝頼様に返せとある諏訪明神の御教え。ハアヽ、ハヽヽヽヽ忝なやありがたや」
[bookmark: _GoBack]と兜を取つて頭にかづけば、たちまち姿狐火のこゝに燃え立ちかしこにも、乱るゝ姿は法性の、兜を守護する不思議のありさま、諏訪の湖かち渡り、早東雲に明渡る、甲斐と越後の両将軍とその名を今に残しける。
